
令和７年４月12日（土）
■主催：枝幸町社会福祉協議会 ■共催：枝幸町
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一緒に話し合う場

＼枝幸のことは“えさしの皆さん”と考えたい!／



～ 進 行 予 定 ～

（１） 「一緒に話し合う場“ひとのわ”」について 10:00
① “ひとのわ”の目標や目的
② これまでの活動の振り返り
③ “ひとのわ”で「やってみたいこと!」

（２） 取り組みのご紹介 10:15
① 湯澤 萌さん『枝幸 移住のＱ＆Ａ』づくり
② 地域おこし協力隊 鈴木耕治さん『お花見交流会・スマホ相談』

（３） やってみたいことに取り組んでみましょう! 10:20
① グループワーク 10:20 ～ 10:50
② 全体の意見交換 10:50 ～ 11:20 

（４） 次回開催予定 11:20

～11時30分終了予定 2



つながりがより強くなっている

新しい仲間づくり

地域の活動を知る

年をとっても楽しく安心して暮らせる

お互い様で支え合えている

みんなで一緒に考えられている

・さいごまで暮らし続けられるまち「枝幸町」
・笑顔でつながる「枝幸町」

一緒に
話し合う場
“ひとのわ”

参加者の健康づくり

地域課題の
見える化

色々な取組み
事例などを学ぶ

一緒に課題解決の
方法を探ってみる

地域の課題を広く
共有できている

近助のつながりが
より強まっている

地域に賛同者が
増えている

困りごとの支援が
できている

地域の高齢者が
元気になっている

地域貢献の活動が
できる町民が
増えている

仲間で一緒に

何か取り組んで

みませんか？

人口が減っていても、
地域のつながりで
支え合えている

新しい仲間も
でき、地域の
活動も知れる

参加者の知識や
経験も増え、楽し
みが増えている
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【課題】(地区回りの聞き取り)

高齢になると住み続けられなくて
町外に出て行く人が多い

(１)「一緒に話し合う場“ひとのわ”」について

≪ 活動の目的 ≫
①“ひとのわ”による新たな

「交流の場」

②「地域課題」の共有

③一緒に活動できる・考える
ことができる「協力者」づくり

④やってみたいことの実行や
行動を起こす方の「伴走支援」

地域のつながりにより、
「枝幸町」で楽しく暮らしましょう!

参加者のお気持ちや考えを大切に！



① Ｒ5.10月の「地域づくり講演会」振り返り

② NHKローカルフレンズ（交換留学編）鑑賞
・ 鷲見さん鹿児島県南大隅町との交流

③ グループワーク:参加理由・やってみたいこと

■第１回 Ｒ5年12月:32名
① NHKローカルフレンズ（枝幸編）鑑賞

・都会にないものが枝幸には全部ある

② 鷲見道子さんのお話し
・枝幸に住んで感じることや町の魅力

③ グループワーク:枝幸の良いところ

■第２回 Ｒ６年３月:42名

① 人のつながりやサロン参加による効果
② 朗らかクラブ「ワッハッハ!!」見学

・ 井上代表との対談、サロン利用者交流

③ グループワーク:地域のサロン活動について
④ 会の名称決定: “ひとのわ”

■第３回 Ｒ６年６月:45名 ① Ｒ6.9月の「地域づくり講演会」振り返り
② 地域おこし協力隊員 鈴木耕治さんのお話し

・枝幸に住んで思うこと これからやってみたいこと
③ グループワーク:・わたしでできることでよければ!

・やってみたいこと!

■第４回 Ｒ６年10月:39名

●参加理由：色々な人の意見を聞きたい・勉強になる

人とのつながりを作りたい

●やってみたいこと ：交流・恩返し・地域づくり

●知りたいこと ：コミュニティバス・介護保険制度

●あるといいもの ： 居場所・移動手段・生活支援

●人が温かく、魅力的 ●自然が豊かで景色がいい

●海の資源が沢山で海産物がおいしい

●子育てに力を入れた取り組みがある

●参加者がイキイキしていて楽しそう

●若いうちから顔見知りになっていることも大切

●歌登の活動も広めたい

●サロン運営費の助成や寄付も必要

■第５回 Ｒ７年１月:27名

① グループワーク:やってみたいことの交通整理

② 湯澤さんより 『枝幸移住のＱ＆Ａづくり』 ご紹介 4

② これまでの活動の振り返り



③ “ひとのわ”でやってみたいこと

■第１グループ
「娯楽・体験事業」
１ キャンプ
・テント泊ではなく、デイキャンプが現実的

・火起こしや調理、片付けなどの体験型活動

・季節を問わない餅つきのアイデアも

２ 持ち寄りパーティー

・衛生的な問題や保健所の許可が課題

３ 映画鑑賞
・実施への関心は高いが、予算が最大の課題

・ミュージアムのスクリーン付き部屋の活用や、プロ

ジェクターなどの設備が必要

４ 防災関連の提案
・除雪機や発電機の使い方講習会を提案

・体験活動が防災スキル習得につながる

５ 活動負担の軽減
・リーダーの負担が大きい点が課題

・代表者の役割交代や、協力者の確保が重要

※令和７年１月25日（土） 第５回“ひとのわ”グループワークより

■第２グループ
「地域交流・スポーツ振興事業」

１ 伝承遊びの復活

・過去にハマナス大学が行っていた伝承遊びを高齢者と

若い世代が一緒に楽しむ場を再び作る。

・役場や地域の教育機関と連携し、指導者の確保が必要。

・高齢者が子供たちに伝統的な遊びを教えることで、世代

間の交流が促進される。

２ ニュースポーツサロンの運営

・ボッチャやスポーツチャンバラなど、手軽で誰でも参加

できるスポーツを地域で推進する。

・場所の確保や教える人材の不足が課題であり、町内会

や役場の支援を活用する。

・子供から高齢者まで一緒に楽しめるイベント形式で、

交流を深める。

・教育委員会や地域団体と協力し、地域全体の健康促進

に繋げたい。
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■第３グループ
「居場所づくり・環境美化事業・

地域力向上事業」

１ 孫シェア活動

・子供と母親、そして高齢者が交流する場を設け、

世代間の交流を促進し、地域を盛り上げる。

・今と昔の子育ての違いを共有し合うことで、相互の

理解を深める。

・スマホ相談会を高齢者だけではなく、母親世代や

子供たちも参加できる形にし、幅広い世代間の

交流を促進する。

２ ゴミ拾い活動

・地域内のゴミ問題に対応する「ゴミ拾い活動」

・活動後は、拾ったゴミの内容や量をSNS（例：インスタ）

で共有し、地域住民の環境意識を高める。

・情報発信でゴミ問題への関心を喚起し、地域全体

での環境美化活動の活性化を期待。

■第４グループ 「防災事業」

1 防災体験イベントの提案

■防災訓練を実施するアイデア

・各家庭の防災グッズを持ち寄り、コミュニティセンターで宿泊訓練。

・町から毛布や非常食、防災用照明を借りて使用。

・冬と夏の条件に応じた訓練を計画。

・初年度は簡単な体験から始め、徐々にレベルを上げて数年かけ

て、継続的に実施。

2 基礎知識の普及
・避難場所と避難所の違いなど、基本的な防災知識を学ぶための

勉強会を事前に開催。

・住民の理解を深める基盤を作れるのではないか。

3 実績の再現
・30年前の津波避難訓練（避難場所への移動、防災グッズの紹介、

非常食の試食体験など）を参考に、現代版として復活させる。

4 母体組織の必要性
・訓練をスムーズに実施するため、社会福祉協議会などの母体と

なる組織の協力が必要。

・長期的な視点で地域全体を巻き込む形の訓練を目指す。

“ひとのわ”でやってみたいこと
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② イベント支援

① 日常生活支援
③ 事業開発

●わたしでできることでよければ!

・子どもをみてあげる事はできる

・子どもの宿題をみる

・掃除

・近所の除雪

・電球を取り換えてあげる

・買い物に行けない人へ食べ物を渡す

・頑張っている人を支えたい

・発信（SNS）、お誘い、お話し相手

・今ある団体をうまく活用していく

・声かけ、きらく等の活動紹介、一緒に参加

・挨拶する

・サービスの周知

・人と人をつなげるマッチング

・ガーデニングやっている人を教えることは出来る

・パークゴルフなどに新しく来た人をつなげてあげられる

・お散歩の会

・自分の情報を整理サポート（持病、薬等）

・町の資源を知らない人が多いから知ってもらう。

・ゴミは拾える

・将棋、マージャン相手、オセロの相手

・イベントで調理、パン教室、お菓子作り

・写真の整理を一緒にしてあげる（終活）

第４回“ひとのわ”グループワークより
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●やってみたいこと!

② 地域交流・スポーツ振興事業
・そば打ち体験

・ピザ釜作り（お花見サロンで使用）

・畑体験、じゃがいも収穫祭

・映画、野外上映など

・元気な高齢者のお泊り会

・おかずの行商をしたい

・町にあるコミセンを活用する イベント

・子どもも大人も楽しめる縁日

・伝承遊びで高齢者と子どもをつなげる

・今あるサークル活動に突撃訪問し、情報発信する

・多世代と食事しながらお話し

・様々なコミュニティを合体

・バルーンアートのサークルを作りたい

・ニュースポーツサロン
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第４回“ひとのわ”グループワークより

① 娯楽・体験事業 ③ 居場所づくり
・子どもがいるママやシニアのカフェ

・地域サロンへの協力

・託老所

・歌登は子どもや高齢者が集まる場所が少ない

・子ども食堂、子どもダイエット教室

④ 環境美化事業 ⑥ 地域力向上事業⑤ 防災事業
・町内のゴミ拾い、海岸もゴミ拾い

・花壇作りのアドバイスがほしい

・災害時避難体験

（コミセンに宿泊、非常食体験）

・資格をとろうの会（ライフル、牽引、介護等）

・終活セミナー

・ひとのわに枝幸の様々な企業が参加

・枝幸の現状を知る会

・過去にあったイベントを復活させる会



湯澤 萌さん 『枝幸 移住のＱ＆Ａ』づくり

(２) 取り組みのご紹介

目 的

①「ひとのわ」からの活動事例作り
「ひとのわ」という良い取り組みに「参加しただけ」で終わらせたくない
「やりたい」を「やれた」という事例を作り、枝幸町を盛り上げたい

② 移住者・移住希望者への支援
移住当事者として、町からの移住希望者への支援策が少ないと感じている
移住決意から移住直後までのソフト面での支援をしたい

③ 移住者と町民の協働を促進
移住者は移住者と、枝幸町民は町民とのつながりが強く、関わる機会が少ない
移住者と町民が協働する機会をもっと増やしたい
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３月28日（金）に 「Ｃast on 枝幸」の

第１回ワークショップが開催となりました！

５月に２回目のワークショップ
が予定されています。
是非ご参加ください！
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地域おこし協力隊 鈴木 耕治さん
『地域おこし お花見交流会』 ５月10日（土） 10時集合
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『 ス マ ホ の お 悩 み 相 談 』
“ひとのわ”のご意見などから、地域

おこし協力隊による「スマホ相談所」

の開設につながっています！

■令和６年度の実績

① にじの森スマホ相談会
・場所: にじの森 １階交流スペース
・期間: Ｒ6.11～Ｒ7.3 ７回開催
・人数: 延べ 27名（実人数:21名）

② 歌登スマホよろず相談所
・場所: うたのぼり交流センター歌種
・期間: Ｒ6.9～R7.3 16回開催
・人数: 延べ 29名（実人数:20名）



（３）やってみたいことに取り組んでみましょう!

皆さまから『やってみたいこと』として、たくさんのアイデアをいただいて

おります。

“ひとのわ”での取り組みは、多くの方からの納得や共感を得ながら楽しく

活動を進めることで、個人の充実感にもつながり地域力がより一層高まるもの

と思っています。

取り組みの実現方法は、「独自での事業化」や「地域イベントへの参加」、

「参加者自らが発案する事業への伴走支援」など、個々人でお考えも様々では

ないかと思います。

そのため、『やってみたいこと』の実現に向けては、参加者お一人お一人の

お気持ちや考え・意見を大切にし、丁寧に進めることが何より重要なものと考

えています。

今回の“ひとのわ”では、前段でグループワークによりアイデアを深掘りい

ただき、その後は、全体の意見交換により、これからの方向性を確認させてい

ただきます。
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町内イベントや会場を活用した事業展開も可能!?

“やってみたいこと” 実現手段の検討

“ひとのわ”の参加者全体
や

伴走支援による実施

■消防イベント
■町内会避難訓練

など

■にじの森
■歌種
■遊ＹＯＵ広場
■ハマナス大学
■地域のサロン

など

■地域おこし お花見会
■スマホ相談会
■遊ＹＯＵ広場
■ふらっとたまり場
■健康まつり

「あつまれ!健幸の森」

など

イ
ベ
ン
ト
・

会
場
な
ど

①枝幸 移住のＱ＆Ａづくり

②地域おこし お花見の会

③デイキャンプ

・火おこし体験

・野外調理体験

④除雪機や発電機の使い方

⑤映画鑑賞会

⑥伝承遊びの復活

⑦ニュースポーツサロン運営

⑧孫シェア活動

⑨ゴミ拾い活動

⑩防災体験イベント

①防災勉強会

②段ボールベット体験

③非常食試食

④発電機の使い方講習

⑤防災用照明体験

⑥コミセン宿泊体験

など

①伝承遊び

②ゴミ拾い活動

③１日サロン開催

④ニュースポーツサロン運営

⑤託児による孫シェア

⑥“ひとのわ”のイベントブース開設

⑦映画鑑賞会参加

など

や
っ
て
み
た
い
こ
と



■グループワーク と 全体の意見交換

(1) グループワーク 10:20 ～ 10:50

※取り組み方法を深掘りしてみましょう!

① 前回ご参加の方は、「やってみたいこと」を
お話しいただいていたグループへ

② その他の方は、ご自身が興味やご関心のある
グループへ

③ どういったことを、どの様にやってみたいか
など、グループごとにお話しください
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(2) 全体の意見交換 10:50 ～ 11:20

※ひとのわの活動へのお気持ちをお聞かせください

① それぞれのグループで話し合われていたことを
お聞かせください。

② “やってみたいこと”について、どの様なことを
どの様に取り組むと良いと思いますか?

③ これからの“ひとのわ”の活動の方向性を、参加者
の皆さんで共有しましょう!

※“ひとのわ”で取り組むことを、１つに絞るものではありません。
手段や方法によっては、複数のことに取り組むことも可能です。

※“ひとのわ”には、「交流の場」として情報交換や仲間づくりをするために
参加したいなど、具体的にやってみたい取り組み以外でも構いませんので、
率直なご意見をお聞かせください。



次回開催予定

“ひとのわ”の参加者で一緒に “試す人” になりましょう!

皆さんのご協力をよろしくお願いします。
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本日は、第６回一緒に話し合う場“ひとのわ”へ
ご参加くださり誠にありがとうございます。

次回は、令和７年６月頃 の開催を予定しています。


